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要       約 

太平洋北部におけるヤナギムシガレイの漁獲量は周期的に変動している。近年では 1995

年から増加がみられ、1998、1999 年にはそれまでで最高の漁獲量を記録した。その後急激

に減少し、2001 年にはピークの 1/3 程度に落ち込んだ。2002 年以降は漸増傾向にあり、2009

年の漁獲量は 1990 年代後半に準ずるレベルになっている。コホート解析による資源量推定

値および沖底の漁獲量、CPUE から、資源の水準は高位、動向は増加と判断した。2003 年

以降の資源状態は安定しており、漁獲圧もさほど高くはない。そこで、現状の漁獲圧を維

持することを資源の管理目標とした。ABC 算定のための基本規則 1-3)-(1)に基づき、

Fcurrent を基準値とし、Flimit= Fcurrent としたときの漁獲量を ABClimit とした。また、

Ftarget=Flimit ×0.8 とし、この時の漁獲量を ABCtarget とした。 

2011年ABC 資源管理基準 F値 漁獲割合

ABClimit 223トン Fcurrent 0.25 21%
ABCtarget 183トン 0.8Fcurrent 0.20 18%

F値は各年齢の平均値。

年 資源量（トン） 漁獲量（トン） F値 漁獲割合
2008 900 148 0.19 16%
2009 1,078 225 0.25 21%
2010 905

年は暦年、F値は各年齢の平均である。 2009年の漁獲量は暫定値。

水準：高位  動向：増加 

本件資源評価に使用するデータセットは以下のとおり

データセット 基礎情報、関連調査等
県別漁獲統計（農林水産省）
太平洋北区 沖合底びき網漁業漁獲成績報告書（水産庁）
体長-年齢測定データ（水研、福島県、茨城県）
・市場買い付け
・カレイ類分布調査（着底トロール）
漁獲量調査（青森～茨城（5）県）
・市場データ

資源量指数 小型底びき網漁業漁獲成績報告書（水研、青森～茨城（5）県）
太平洋北区 沖合底びき網漁業漁場別漁獲統計資料（水研セ）

成熟年齢・体長 月別精密測定調査（水研、福島県、茨城県）
・市場買い付け
・カレイ類分布調査（着底トロール）

自然死亡計数(M) 年当たり M=0.25を仮定（田中1960より）

年齢別・年別漁獲量、
漁獲尾数
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ながら高い水準となり、主漁場である常磐海域では 25,000 網を超す水準となっている。 

  

4．資源の状態 

（1）資源評価の方法 

 1998～2009 年に茨城県もしくは福島県で漁獲されたヤナギムシガレイについて、年別前

後期別（1～6 月と 9～12 月）雌雄別の age-length key を作成した。それと漁獲尾数をもと

に年齢別漁獲尾数を求め、1～5 歳以上の 5 年齢群についてコホート解析を行い、年別年齢

別資源尾数および漁獲死亡係数 F を推定した。なお、ヤナギムシガレイの寿命や成長には

雌雄差があるため、資源重量は以下のように求めた。4 歳以下については、それぞれの年齢

の雌雄の平均体重の和の半分を年齢別体重とし、5 歳以上では雌の体重を年齢別の体重とし

た。先に求めた年齢別資源尾数に年齢別の体重を乗じたものを年齢別の資源重量とした（補

足資料 2）。 

 

（2）資源量指標値の推移 

 主要な漁場である金華山、常磐および房総海区の沖底の CPUE を図 7 に、小底の CPUE

を図 8 に示した。図 4 との比較から、漁獲量が多い時期には CPUE は高く、漁獲が少ない

時期には低い傾向が認められた。2000 年の沖底の CPUE は若干増加傾向にあり（図 7）、

福島県の小底の CPUE も似た傾向にある（図 8）。特に常磐海区の沖底において、本種の重

要性は高く、本種を主要な対象とした操業も行われているため（島村・五十嵐 2000）、CPUE
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図 9．ヤナギムシガレイ漁獲物の年別前後期別の全長組成 
1998～2001 年は茨城県水揚げ分で、2002～2009 年は福島県水揚げ分。 
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は資源状態を表す指標として使うことができると考えられる。 

 

（3）漁獲物の体長組成の推移 

漁獲物の全長組成の経年変化を図 9 に示した。1998 年の後期には全長 15～19cm と 20

～25cm に 2 つのモードが認められる。ヤナギムシガレイは 1 歳の後期頃から漁獲加入して

おり、2 歳の途中で全長 20cm 台前半に達することから、この 2 つのモードは 2 年続けて卓

越年級が発生したためであると考えられる。2003～2005 年の 3 年間は後期に 15～19cm の

モードが認められており、比較的安定した加入があった。2006 年には漁獲物に小型魚のモ

ードが認められなかった一方で、2007 年には小さいながらも小型魚のモードが認められ、

2008 年および 2009 年にも比較的大きいモードが認められており、最近 3 年は比較的加入

は良いと考えられる。また、2001 年以前

には全長 30cm 以上の大型個体はごくわ

ずかだったが、2002 年以降には少数なが

らも認められており、大型個体の個体数

が増加していることが示唆されている。 
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（4）資源量と漁獲割合の推移 

 コホート解析の結果、2009 年の資源

量は 1,078 トンと推定された。この値は資

源量推定値のある1998年以降で最も高い

数字である。また、1998 年以降、F の値

や漁獲割合は減少する傾向があったが、

2009 年は 2008 年よりは高く、2007 年と

ほぼ同じであった（図 10、11）。 

図 10. F 値（各年齢平均）の経年変化 
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（5）資源の水準・動向 
図 11. 資源量と漁獲割合の経年変化 沖底の漁獲量ならびに CPUE の変化か

ら、資源量は 1997～1999 年にかけて高い

水準にあったと考えられるが、その後大幅に減少した（図 4、図 7）。漁獲量は 2001 年から

増加し始め、CPUE も 2003、2004 年ごろから増加に転じている。2009 年には沖底の漁獲

量、CPUE ともに 1990 年代後半に準ずるレベルにまで回復した。また、コホート解析で求

めた 2009 年の資源尾数、重量も 1998 年以降で最も多かったこと（表 3、5）から、資源水

準は高位であると考えられる。さらに、最近 5 年間の沖底漁獲量、CPUE および資源量は
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いずれも増えていることから、動向は

増加傾向にあると考えられる。 

 

水準：高位 動向：増加 

 

（6）資源と漁獲の関係 

漁獲係数 F 値は 1998 年以降、0.32

～0.89 で推移しており、漁獲の中心で

ある常磐・房総海区の CPUE の変化傾

向とF値の変化傾向は比較的類似して

いる（図 7、10）。また、2000 年以降

図 12. 漁獲係数(F)と%SPR および YPR 

表2. 太平洋北部におけるヤナギムシガレイの年齢別漁獲尾数（千尾）
年齢 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009

1 1,782 313 33 610 140 412 544 436 71 311 356 337
2 3,221 2,068 190 183 500 136 497 772 596 154 706 904
3 670 1,348 1,522 51 319 310 140 318 313 294 149 463
4 230 253 433 310 133 157 259 118 150 206 152 125

5以上 19 52 58 130 179 175 98 95 143 231 141 271
合計 5,921 4,035 2,237 1,283 1,270 1,189 1,538 1,739 1,274 1,195 1,503 2,100

表3. 太平洋北部におけるヤナギムシガレイの資源尾数（千尾）
年齢 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009

1 9,559 1,501 1,649 3,623 1,946 3,331 3,933 3,893 1,703 5,209 5,839 4,036
2 7,043 5,872 893 1,255 2,283 1,392 2,231 2,583 2,648 1,263 3,783 4,233
3 1,288 2,643 2,749 527 816 1,337 964 1,299 1,330 1,536 848 2,323
4 361 412 868 798 366 354 767 627 730 760 937 529

5以上 30 84 117 333 493 394 290 509 696 853 870 1,149
合計 18,281 10,513 6,275 6,536 5,904 6,808 8,185 8,911 7,107 9,620 12,277 12,270

注）コホート解析による推定値。

表4. 太平洋北部におけるヤナギムシガレイの漁獲死亡係数
年齢 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009

1 0.24 0.27 0.02 0.21 0.08 0.15 0.17 0.14 0.05 0.07 0.07 0.10
2 0.73 0.51 0.28 0.18 0.29 0.12 0.29 0.41 0.29 0.15 0.24 0.28
3 0.89 0.86 0.99 0.12 0.59 0.31 0.18 0.33 0.31 0.24 0.22 0.26
4 1.28 1.20 0.83 0.58 0.53 0.70 0.48 0.24 0.27 0.37 0.20 0.31

5以上 1.28 1.20 0.83 0.58 0.53 0.70 0.48 0.24 0.27 0.37 0.20 0.31
平均 0.89 0.81 0.59 0.33 0.40 0.39 0.32 0.27 0.24 0.24 0.19 0.25

注）コホート解析による推定値。

表5. 太平洋北部におけるヤナギムシガレイの資源重量（トン）
年齢 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009

1 207 33 36 78 42 72 85 84 37 113 126 87
2 440 366 56 78 142 87 139 161 165 79 236 264
3 152 312 324 62 96 158 114 153 157 181 100 274
4 64 73 155 142 65 63 137 112 130 136 167 94

5以上 9 26 36 104 153 123 90 158 217 265 271 358
合計 872 810 607 465 500 502 565 669 706 773 900 1078

注）資源尾数に各年各年齢の平均体重（5-6月）を乗じたもの。

性比は1:1と仮定し、5歳魚以上の個体はすべて雌とした。
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トンと算出された。 

2011年ABC 資源管理基準 F値 漁獲割合

ABClimit 223トン Fcurrent 0.25 21%
ABCtarget 183トン 0.8Fcurrent 0.20 18%

F値は各年齢の平均値。

 

（3）ABClimit の評価 

 Fcurrent を基準値とすることにより、2011 年以降の漁獲量は 223～237 トン、資源量は

1,042～1,103 トンで安定する。また、若齢魚の漁獲圧が低く、高齢魚に対する漁獲圧も高

くはない。現状の漁獲圧で漁獲しても資源は減少せず、5 年後の資源量も高位水準と判断で

きる 1,000 トン以上となることから、この基準値を用いた。 

 図 6 に示されているように、2009 年の有漁網数は 2004～2008 年に比べて高くなってい

る。これは漁獲圧の増加を示唆しているが、コホート解析では 2009 年の各年齢の F 値を最

近 5 年間の平均にしているため、漁獲圧の過小評価、資源尾数の過大評価となっている可

能性もある。 

 

（4）ABC の再評価 

 2009 年および 2010 年の ABC はそれぞれ再々評価および再評価で大きく増加した。これ

は 2009 年の漁獲が良かったこと、コホート解析の基準データである年齢別漁獲尾数ならび

に年齢別雌雄別体重を実測値に変更したことによる。一昨年までは福島県の年齢別漁獲尾

数を求め、それに東北海域全体の漁獲重量を福島県の漁獲重量で除したものを乗じて東北

海域の年齢別漁獲尾数を求めていた。また、年齢別雌雄別の体重には過去の計算式から求

めた平均値を用いていた。しかし、そのように求めた年齢別漁獲尾数に平均体重を乗じて

も、東北全体の漁獲重量とは必ずしも一致しなかった。そこで、2002～2009 年のサンプル

について、毎年福島県で 5～6 月（1 歳魚は 10～11 月）に採集された個体の年齢別雌雄別

体重を求めた。この体重に各年の年齢別の漁獲比率を乗じ、さらに、その合計が各年の実

際の漁獲量と一致するように係数を乗じて年齢別漁獲尾数を求めた。その結果、2009 年再々

評価の ABClimit は実際の漁獲量を上回る値となった。これは、2009 年に 5 歳以上の高齢

魚が多かったためである。2010 年の再評価では ABClimit は 231 トンと 2009 年の漁獲量

をわずかに上回る水準となっている。 

昨年度評価以降追加されたデータセット 修正・更新されたデータセット

2008年漁獲量確定値 2008年漁獲量の確定
2009年漁獲量 2009年漁獲量の暫定値

2009年年齢別・年別漁獲尾数
過去に遡及した年齢別年別漁獲尾数の見直し

2009年までの年齢別資源尾数、漁獲係数
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評価対象年 管理 資源量 ABClimit ABCtarget 漁獲量

（当初・再評価） 基準 （トン） （トン） （トン） （トン）

2009年（当初） F30%SPR 0.34 383 88 73
2009年（2009年再評価）F30%SPR 0.33 716 179 155
2009年（2010年再評価）F30%SPR 0.34 1,078 289 240 225
2010年（当初） F30%SPR 0.33 734 192 159
2010年（2010年再評価）F30%SPR 0.33 905 231 191
1;ABClimitに対する資源管理基準（略号）とそれに相当するF値（年あたり）。

資源量、漁獲量、ABCの単位：トン、漁獲量は暫定値。

F値

 

6．ABC 以外の管理方策への提言 

近年の漁獲死亡係数の変化を見ると、1998～2003 年には相対的に高齢魚には高い漁獲圧

がかかっており、若齢魚に対しては低かった。ところが 2004 年以降は高齢魚、若齢魚共に

漁獲圧は比較的低くなり、資源は多様な年齢から構成されるようになった。そのため、漁

獲圧が現状の状態であれば、資源は高い水準で横ばいになると考えられる。ただし、現状

では加入量を予測することができないため、これは近年と同レベルの加入が続くと仮定し

たときの予測である。2003 年以降の加入は、比較的少なかった 2006 年を除くと安定して

おり、世代交代は比較的うまくいっていると言える。ただし、本資源は 1980 年代後半から

1990 年代前半に超低水準の資源状態を経験している。そのような状況になることを避ける

ためにも、加入状況を早めに把握し、加入が悪いと認められたときには若齢魚の漁獲を制

限し、親魚になるまで保護する努力が必要となるだろう。 
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ある。最近年（2009 年）、最高齢（5 歳、プラスグループ）および最高齢－1 歳魚の資源尾

数は以下の式で求めた。 

Na,2009=Ca,2009 exp(M/2)/(1-exp(-Fa, 2008)) 

N5+,y＝C5+,y/(C5+,y+C4,y) × N5+,y+1 × exp(M)+C5+,y × exp(M/2) 

N4,y=C4,y/(C5+,y+C4,y) × N5+,y+1 × exp(M)+C4,y × exp(M/2) 

ターミナル F を除く漁獲死亡係数 F 値の計算は以下の式で求めた。 

Fa,y=-ln(1-(Ca,y exp(M/2) /Na,y)) 

最高齢の F は最高齢－1 齢魚の F と等しくなるように探索的に求め、2009 年の Ft は過

去５年間の平均値とした（表 4）。 

ヤナギムシガレイは 20 年以上生きることも報告されているが、2002～2008 年に漁獲、

年齢査定された約 11,266 個体のうち、11 歳以上の個体は 47 個体と少なかった。そこで寿

命を 10 年と仮定し、田内・田中の式（田中 1960）より自然死亡係数は 2.5/10=0.25 で一定

とした。 

 

補足資料 3 漁獲率と自然死亡率 

   下記に漁獲率（E）と自然死亡率（D）を示した。なお、それぞれの算出方法は以下の通

りである。 

(1 )F MF
E e

F M
− −= −

+
 

(1 )F MM
D e

F M
− −= −

+
 

 

別添表1. 年別年齢別の漁獲率（E）
年齢 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009

1 0.19 0.21 0.02 0.17 0.07 0.12 0.14 0.11 0.04 0.06 0.06 0.08
2 0.47 0.36 0.22 0.15 0.22 0.10 0.22 0.30 0.23 0.12 0.19 0.22
3 0.53 0.52 0.57 0.10 0.40 0.23 0.15 0.25 0.24 0.19 0.18 0.20
4 0.66 0.63 0.51 0.39 0.37 0.45 0.34 0.19 0.21 0.27 0.16 0.24

5以上 0.66 0.63 0.51 0.39 0.37 0.45 0.34 0.19 0.21 0.27 0.16 0.24
合計 0.50 0.47 0.36 0.24 0.29 0.27 0.24 0.21 0.18 0.18 0.15 0.20

別添表2. 年別年齢別の自然死亡率(D）
年齢 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009

1 0.20 0.19 0.22 0.20 0.21 0.21 0.20 0.21 0.22 0.21 0.21 0.21
2 0.16 0.18 0.19 0.20 0.19 0.21 0.19 0.18 0.19 0.21 0.20 0.19
3 0.15 0.15 0.14 0.21 0.17 0.19 0.20 0.19 0.19 0.20 0.20 0.20
4 0.13 0.13 0.15 0.17 0.17 0.16 0.18 0.20 0.20 0.19 0.20 0.19

5以上 0.13 0.13 0.15 0.17 0.17 0.16 0.18 0.20 0.20 0.19 0.20 0.19
合計 0.15 0.16 0.17 0.19 0.18 0.19 0.19 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20
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